
曾号潜京豆季え圏帝都京

罪ニき事春一+五車
F司/~ &J<. 3i.. -t・51'ロ E百

草雑外闘 業 迫故財 自民 東 産源水資 支 哀財部自国亜 那

報 黒盛青木村戸紳 125.教授部年譜 教授 貿日期初 新 の 僻
Eミ喜文逝主4刀 の の

題和_.iEく義 保故
附 M峰雄郎雄 、記の免鎗田v認秩序註を時全農家賀面省財

吟工券時 と にと

藤松央本 味 新つ農
本岡庄 : 固 い地

且目見荊郎 目 i抵押 署
録 、名

石宗賂 及
川藤川 原

担額 文 輝荷 組 稿

興一土=虎= 済皐串済 畢博 博畢串博惰

士士 士 士士

谷菊岡 岡徳矢賂八

口岡山寺 倉永野 川木
吉太文 芳
彦郎規 伯清仁虎之

士行 一助



葉

報

業

報

経

清

事

部

O
本
畢
教
授
悶
部
静
拍
氏
は
昭
和
十
五
年
七
月
七

H
毘
去
せ
ら
る
。

。
故
防
部
教
授
指
任
一
斗
品
悔
科
目
統
計
串
は
培
川
教
授
目
指
但
と
決
定

。
大
串
院
入
皐
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属
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第
十

五
巻
第
三
焼
は
去
の
諭
杭
を
以
て
七
月
三
十
日
に
刊
行
さ
れ
た
。
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丸
善
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賀
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償
金
翠
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経

演

組

事

曾

の
穴
貝
例
曾
六
月
四
日
(
此
)
午
後
六
時
よ
り
柴
友
背
骨
に
於
て
開
催
、

主
の
報
告
が
あ
づ
た
。

}
職
時
間
庄
の
男
女
別

青

盛

本U

雄
氏

第
五
十
一
番

ノ、
Ii"l 

第

椀

O 

先
づ
出
産
を
出
生
主
死
産
の
ニ
つ
に
阪
別
し
て
統
計
単
史
上
そ
の
男
女

別
の
割
合
如
何
が
問
題
と
な
っ
た
所
以
を
詑
削
し
、
次
に
母
の
年
齢
と
嫡

間
出
生
児
の
性
別
に
於
け
る
推
移
、
親
の
職
業
と
持
女
出
生
の
割
合
を
川

本
内
地
人
口
勤
理
統
計
に
於
て
肝
究
し
、
一
粧
的
に
戸
籍
眉
間
に
依
る
方

法
で
は
喰
時
出
生
四
男
性
超
過
は
届
洩
札
の
誌
謬
に
原
因
す
忍
こ
と
を
鐙

明

L
、
最
後
に
大
甑
府
の
問
産
統
計
に
依
れ
ば
、
戦
時
に
於
て
も
別
に
男

性
超
過
せ
ざ
る
場
合
、
と
、
時
時
に
於
て
特
に
男
性
旭
過
を
一
軍
す
場
合
と
を

事
げ
て
、
後
者
の
場
合
の
原
因
を
死
岸
辛
の
低
減
と
共
に
捕
往
す
程
度
の

死
産
に
於
け
る
性
比
(
女
百
胎
に
什
男
の
胎
児
の
割
合
)
目
減
少
に
求
め

b

れ
る
と
蘭
越
し
、
最
後
に
此
際
に
於
て
男
児
出
生
超
過
と
は
主
見
に
劃
す

る
男
児
の
比
例
的
闘
係
に
恭
い
て
の
み
云
は
れ
得
る
と
主
で
あ
っ
て
、
決

し
て
ジ
ュ
ー
ス
ミ
ル
ヒ
の
所
翻
る
職
拓
者
を
償
ム
錦
の
天
の
配
剤
で
は
な

〈
問
題
は
寧
ろ
戦
時
同
産
自
減
退
に
存
ナ
る
と
去
を
指
摘
さ
札
た
。
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業
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棒

政

策

小

三

氏

本
来
、
す
べ
て
交
週
機
関
は
先
々
部
分
大
若
し
〈
は
、
来
神
大
に
劃
す

る
袈
醐
を
有
す
る
も
む
で
あ
る
が
、
就
中
、
近
代
に
於
で
最
も
設
建
し
た

る
航
空
槽
は
仙
の
交
誼
欄
闘
に
も
帯
し
て
来
世
に
劃
す
る
契
機
を
有
す
る

交
通
技
術
で
あ
る
と
言
ひ
う
る
で
あ
ら
う
。
封
る
に
、
岡
家
費
本
は
一
方

に
於
て
か
〈
白
如
き
性
質
を
有
す
る
吏
迦
技
術
を
培
養
し
、
そ
れ
を
媒
介

と
し
て
、
閣
家
白
勝
目
殻
民
に
供
せ
し
め
ん
と
し
つ

L
る
る
。
こ
ts

に
明

か
に
一
つ
の
矛
盾
が
伏
在
す
る
。
こ
の
矛
盾
が
第
一
安
酷
洲
大
職
後
現
+

に
至
る
ま
で
の
問
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
岡
聞
に
於
け
る
岡
家
の
輯
済
的
劃
立

の
環
境
に
於
ア
一
如
何
な
る
様
相
を
以
っ
て
展
開
し
つ

L

診
る
か
を
一
、

泉

貞
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告存

続

同

好

曾

五
月
四
日
(
士
)
午
後
六
時
よ
り
第
一
慣
習
室
に
於
て
委
員
脅
開
催
、
闘

係
各
教
官
及
回
申
生
委
員
出
席
、
昭
和
十
四
年
度
決
算
報
骨
の
承
認
及
昭

和
十
五
年
度
理
算
を
議
定
し
午
後
九
時
散
骨
。

五
月
九
日
(
木
)
午
後
六
時
よ
り
準
友
脅
館
に
於
て
本
年
度
新
入
畢
生
敵

担
曾
を
開
催
、
谷
口
部
長
、
中
川
、
大
塚
、
穂
積
、
徳
永
、
青
山
、
松

井
、
同
和
、
出
口
、
鈴
木
、
堀
江
の
詩
先
生
且
官
員
百
六
十
六
名
出
席

和
製
漏
?
と
し
て
枇
訣
っ
き
ず
L
T
後
十
時
盛
脅
裡
に
閉
合
。

五
月
十
八
日
(
土
)
大
医
造
幣
局
u
A

電
車
科
皐
館
見
問
中
、
参
加
者
間
口
先

生
及
合
員
七
十
一
名
。

五
月
二
十
一
日
(
火
)
午
後
七
時
よ
ち
構
玄
骨
舘
に
於
て
中
拝
、
佐
波
踊

先
生
を
岡
ん
で
「
支
那
金
融
事
情
」
に
闘
す
る
鹿
談
曾
を
開

f
、
参
加
曾

員
五
十
億
名
。




